
【第五次総合計画のキャッチコピー】
『笑顔がつながる　みどりがあふれる　みんなが輝くまち・みたけ』

　昭和 55年にせいていされた町民憲章の精神を引き
継ぎ、第四次総合計画では、「参加のまちづくり」を
掲げてきました。第五次総合計画では、行政はもと
より住民や事業者など様々な主体みんなでまちを育
てていく「協働のまちづくり」を基本理念としていく。

○優れた環境を次の世代にしっかりと
　引き継ぐまち

○環境未来都市を目標に、率先して
　環境行動に取り組むまち

○生涯にわたって学びの機会があり、
　学びあうことができるまち

○様々な人が社会に参画し、まちづく
　りを担う人材が育つまち

○人と人、地域と地域がつながりを
　大切にするまち

○ふれあい、支え合いにより、安全・
　安心に暮らせるまち

○多くの御嵩ファンが訪れ、交流し、
　にぎわいが生まれるまち

○人と人との交流から新しい人の活力
　が生まれるまち

○御嵩らしさの魅力度を高め、個性的
　で豊かな暮らしができるまち

○安全性、利便性、快適性などの
　暮らしの企保尿素が保障されるまち

　計画策定にあたっては、総合計画審議会・行政改革推
進委員会・住民ワークショップ・アンケート・10年後への
メッセージなど、多くの住民の方の参画を得ながら進行。
　町民の思いから出発する、みんなで作る「協働のまち
づくり」の総合計画へとつなげていく。

御嵩町総合計画審議会 御嵩町行政改革推進委員会

まちのたね見つけ隊会議総合計画　中学生ワークショップ

小学生　未来へのメッセージ 総合計画　成人講座ワークショップ

守っていきたい、引き継いでいきたい
目指していきたい未来のみたけの姿

町民とともに進める行財政改革

・人と人、地域のつながり
・みたけの豊かな自然、歴史
・一人ひとりの笑顔、生きがい
・地域の暮らしの安全・安心

【町民ニーズに対応した柔軟な行政運営】

【自立を目指す財政運営】
●行政の説明責任と透明性の向上　●情報共有　●職員人材育成

●財政基盤の強化　●行政サービスのマネジメント強化

○第五次総合計画　基本構想（案）体系 計画期間：平成28年度（2016）～平成 37年度（2025）
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